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１．はじめに

（1）台湾について

　派遣前は台湾について何も知らなかった。恥ずかしいことに、「台湾って料理がおいしくて、中国と同じ文化

圏の国かな（？）」程度である。大半の日本の方は、台湾について多くの知識をもたないであろう。しかし 2 年

の任期が終了するころには、台湾が大好きな国になっていた。

　台湾は、大変日本に近い国である（国というのは語弊がある。未だに世界の国々から、国としては、認められ

ていない。中国が台湾を手放そうとしていないからだ）。沖縄の最西端、与那国島からわずか100キロ程度しか離

れていない。晴れた日には台湾が見えるそうである。那覇よりも断然近いのが台湾である。広さは九州程度。さ

つまいもの形をしている。気候は、島の中央を横断している北回帰線を境に、南部は熱帯、北は亜熱帯に属する。

1 年を通してあまり寒くはならないが、冬にはダウンジャケットを着込むくらい寒い日もある。

　台湾は、日本に負けないくらい「安心、安全な国」でもある。文化は中華圏に属するが、日本やヨーロッパの

ように暮らしは快適である。親日派もたくさんいる。戦時中、50年も日本が統治をしていたこともあり、日本語

を使えるお年寄り（85歳以上の方）がまだ健在だ。東日本大震災の時は世界で 1 番多い義援金（200億円）を

送ってくれた。そのほとんどは個人のものだったという。町には、日本食や日本の品物が溢れている。日本人は

顔も台湾の方と同じため、外国人というストレスも感じることなく、大変暮らしやすい。

（2）台北日本人学校について

　令和元年 5 月31日現在、台北日本人学校の児童生徒数は、小学部588人、中学部197人。学級数は、小学部22

クラス（特別支援学級を含む）、中学部 7 クラスとなっている。教職員数は、69人（派遣教員28人、現地採用教

職員33人、事務室 8 人）で、世界の日本人学校でも大規模校となっている。現在、築30年を経て、増改築の工

事中である。

２．台湾BOXについて

（1）「台湾BOX」とは･･･

　以前、新潟県国際交流協会からの依頼により「フィリピンBOX」という国際理解教育 のための教材を作製し

た。「フィリピンBOX」とは、フィリピンをより楽しくより深く知ってもらうために集めた実物資料教材のこと

である。それを使って小学校や大学で 授業を行った。「フィリピンBOX」を使っての授業は、教員の説明や映像

資料以上の教育的効果があった。実物資料の持つ力はすごいものである。

　今回は、その台湾版、「台湾BOX」を作製した。台湾について学ぶ際に、児童が興味関心を示す実物資料を紹

介する。台湾の生活用品を見たり触ったりして、それが何であるのか？また、どのように使われているのかを想

像しながら、台湾について楽しく学ぶことのできる実物教材である。在任中や帰国後、それを使って授業を行っ

た。授業後の児童の感想についても紹介したい。
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（2）実物資料の条件

　収集する資料の条件は次の 2 つが挙げられる。
①児童が見て、すぐには何かわからないもの

②その資料から、他の事柄にも説明を広げることのできるもの

　① だが、分からないことによって児童の興味・関心を高めることができる。それが何か、想像する楽しみもあ

る。またその名前を自分達でつけさせても楽しい活動が展開できる。

　② だが、その資料から出発して、台湾の特色まで広げることのできる資料が好ましい。特に日本にはないよう

な価値観だったり、考え方だったりするような台湾独自の文化や習慣を紹介できるような実物資料が望まし

い。

　パワーポイントで授業を構成し、その中で実物資料を提示していけるような授業展開がよいと思う。

（3） 資料の実際（２時間の授業のうち１時間目はパワーポイントを使っての基礎知識。実物資料は２時間目に使

用する）
1 時間目　台湾の基礎知識「なるほどザ台湾」（パワーポイント編）

①「Q台湾はどこにあるのでしょうか？」

　※台湾と日本の位置関係

　A沖縄の離島が台北のすぐ東にある

②「Q台湾は何の形に似ていると言われていますか？」

　※台湾の面積・台湾の人口・山の様子

　Aさつまいも

③「台湾の国旗はどれでしょうか？」

　※タイ・中国・ラオス・インドネシア・ベトナムの国旗

　台湾の歴史について。台湾は中華民国？それとも台湾？

　※台湾の風景

　　→いたるところに日本語の「の」を見つけることができる。

　　　台湾にあるちょっと変な日本語の看板

④「台湾のごみ収集車は、何が日本と大きく違うのか？」

　※動画　　A収集のやり方

　※台湾にある日本建築→風格のある素晴らしい建物が残っている。　　

⑤「台湾のレシートの工夫とは？」

　A台湾のレシートは宝くじがついている。だから、レシートがゴミにならない。

⑥「台湾のすごい建築物は、どんなエレベーターなのでしょうか？」

　A　車が乗ることができる　　　台湾で見られる日本の風景　→119番、110番。温泉。

⑦「台湾の温泉が日本と大きく違うところは？」

　A水着着用する温泉が多い

⑧「台湾のコンビニと日本のコンビニで大きく違う点は？」

　Aイートインスペースがある。お酒をコンビニ内で飲んでもよい。

⑨「台北101の大晦日のパフォーマンスは？」

　A台北101の窓から花火が打ち上げられる。プロジェクションマッピングや出店も見られる。

⑩「台湾のカップルや夫婦、親子が歩くときにしていることは？」

　A手をつないで歩く

⑪「台風情報の際に放送される、この画面は何？」
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2 時間目実物資料
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　A学校も会社もお休み連絡

⑫「台湾にある日本語名の駅はいくつあるか？」

　A32駅

　※台湾の食事について

　東日本大震災の際の義捐金について（200億円）

　台湾と言えば･･･ 台湾の常識・日本の非常識　台湾人が日本人に優しいのはなぜ？

３．実践記録（平成30年2月15日　台北日本人学校　5年1組37名にて実施）

　帰国前の 2 月、完成した「台湾BOX」を使い、「『台湾を知ろう！』～台湾BOXを使って～」の授業を行って

みた。以下、児童の感想である。

　・ 東日本大震災で台湾が寄付をしてくれたのは知っていたけど、200億円だとは知らなかった。あと 1 年しか

台湾にいないので、もっといろいろなところに行きたいと思った。

　・ ぼくはハーフで台湾のことで有名なことなら、全て知っていると思ったけど全く分からなかった。もっと台

湾のことが知りたくなった。

　・ 私は台湾に 5 年住んでいましたが、知らないことがたくさんありました。台湾っていい国だなと思いました。

　・ 今日、台湾の事についてクイズをした。ぼくは日本の子ども達にも台湾の事を好きになって欲しいと思った。

　・ 私は台湾のことを色々この授業で知ることができました。車が乗れるエレベーターを持つマンションや台湾

はさつまいもの形など、面白いことやすごいことがありました。

　・ この授業を受けて、家にこもっているんじゃなくて、もっと色々なところを回りたいと思った。

　・ 私は台湾と日本のハーフですが、井口先生が出した問題で分からなかった問題もありました。ちょっと恥ず

かしいです。これからもっともっと色々な所へ行って、台湾のよいところを見つけたいです。

　・ 台湾の知っておくべきところをいろいろ知ることができてよかったです。もっと台湾のことを知りたいです。

　・ 実物資料では、原住民族の方が、結婚式にお酒を飲む道具にびっくりしました。

　・ 私は井口先生が台湾をすっごく好きなんだということが分かりました。台湾のことで知らなかったことを

いっぱい知ることができました。他の国でもBOXをやって欲しいです。

　・ ぼくはこの授業で台湾のことがよく分かった。特に実物資料の「我是不是我的我」という意味や台湾で使わ

れている物などが分かってよかった。

　・ 台湾に 5 年もいるのにも関わらず、まだ知らなかったり、行った事がなかったりした所があった。特に台湾

で有名な、台北101の花火を見たいと思った。

〈授業反省〉

〇 　前半がパワーポイントを使っての台湾基礎知識。後半が実物資料を使っての国際理解講座と位置づけて授業

を行ったが、後半の時間配分が難しかった。もっとパワーポイントを活用し、時間の短縮を図ることが大切だ

ということが分かった。感想を見ても分かる通り、子ども達はとても楽しく意欲的に参加することができた。

４．終わりに

 　僅か 2 年間の台湾滞在であったが、台湾の素晴らしさをたくさん知ることができた。

　最初赴任したときは、あまりにも暮らしが日本に似ていて、ちょっと拍子抜けしたことを覚えている。だが、

台湾に暮らすにつれ、台湾がそして台湾人が大好きになっていった。気候も 1 年中暖かく、日本ほど寒くならな

い。もちろん新潟のように雪を見ることはない。おいしいフルーツが年間を通して店先に並ぶ。

　文化も面白い。中国文化なのだが、アメリカやヨーロッパの文化も受け入れ、台湾で売られているジュースの

ように混ぜ合わせて、自分のものにする逞しさも併せもつ。だけど人は優しい。そして大らかである。何度、街

中でお世話になったか分からない。
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　そんな台湾が私は大好きである。その台湾を台北日本人学校の子どもたちに、そして日本の子どもたちに紹介

するために、この「台湾BOX」を作った。作りながら、私も台湾のことを再発見することができた。内容は盛り

だくさんだが、2 時間で小学生でも簡単に台湾のことが学べる教材となったと思う。たくさんの子どもたちに、

この素晴らしい台湾を知って欲しいと願う。
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